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ホームページで「クマ出没情報」
をお知らせしています。山にお
出掛けの際は、ぜひご覧ください。

南区の人口・世帯数
人 口／１５３，２１６（－１３４）人
世帯数／６４，２７２（＋２５）世帯
平成１７年（２００５年）６月１日現在

（ ）は前月比

平成１７年５月２９日 残雪を踏んで「神威岳春山ツアー」
スポーツクラブサッポロ主催

区民のページ ／２００５．７

健康登山
健康のために何か運動したい。
病気でないが、すっきりしない。
自然の中に浸りたい。
そんな時は山に登ってみませんか。
せっかく南区に住んでいるのですから。
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山
に
登
る

今
、
中
高
年
層
に
人
気
の
あ
る

「
登
山
」。

登
山
に
魅
か
れ
る
理
由
を
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
サ
ッ
ポ
ロ
主
催
の

か
む

い

だ
け

「
神
威
岳
春
山
ツ
ア
ー
」
参
加
者

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
若
い
頃
、
柔
道
を
や
っ
て
い

て
、
そ
の
仲
間
と
一
緒
に
山
に
も

登
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
で
も
今
さ

ら
柔
道
は
で
き
な
い
し
、
健
康
の

た
め
に
も
登
山
が
一
番
で
す
」

だ
か
ら
山
に
登
る

他
の
参
加
者
に
も
登
山
の
き
っ

か
け
や
理
由
を
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
共
通
し
た
点
は
健
康
と
自
然

の
二
つ
。

登
山
は
き
わ
め
て
優
れ
た
有
酸

素
運
動
で
す
が
、
心
の
面
で
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。
現
代
人
は
ス
ト

レ
ス
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
病
気
で

な
い
の
に
体
が
す
っ
き
り
し
な
い
、

夜
眠
れ
な
い
、
疲
れ
や
す
い
、
日

中
ぼ
ん
や
り
す
る
、
食
事
が
お
い

し
く
な
い
、
な
ど
で
心
当
た
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ス
ト
レ
ス
に
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
か
は
、
現
代

人
の
共
通
の
課
題
で
す
。
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
た
人
に
と
っ
て
、
自
然

の
中
で
過
ご
す
こ
と
は
「
癒
し
」

の
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

登
山
は
肉
体
だ
け
で
な
く
、

「
心
の
健
康
」
の
維
持
・
回
復
に

も
つ
な
が
る
運
動
な
の
で
す
。

仲
間
と
山
に
登
る

登
山
に
魅
か
れ
る
理
由
で
次
に

多
か
っ
た
の
が
、「
仲
間
が
で
き

る
」
で
し
た
。

札
幌
市
野
外
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施

設
（

フ

ッ

ズ

Ｆ
ｕ
’ｓ
）
を
活
動
拠
点
と
す

ゆ
う
ゆ
う

く

ら

ぶ

る
登
山
サ
ー
ク
ル
「
遊
悠
倶
楽
部

や
ま

だ

の
ぼ
る

（
会
長
山
田
昇
）」
の
登
山
ツ
ア

ー
の
参
加
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

―
ご
夫
婦
で
こ
の
サ
ー
ク
ル
に
参

加
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

「
登
山
は
一
人
で
は
行
き
ま
せ

ん
。
い
つ
も
一
緒
で
す
。
こ
の
サ

ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、

安
心
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
こ

と
と
、
仲
間
が
で
き
て
楽
し
い
か

ら
で
す
」

―
仲
の
良
い
ご
夫
婦
で
す
ね
。

「
こ
う
い
う
と
き
だ
け
仲
が
良
い

ん
で
す
」

―
・
・
・
・
・
・
・
。

仲
間
と
一
緒
に
山
に
登
り
、
山

頂
で
景
色
を
眺
め
て
い
る
姿
は
と

て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
が
、
さ
ら

に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
は
下
山

後
、
温
泉
で
汗
を
流
し
て
さ
っ
ぱ

り
し
た
後
の
休
憩
室
や
帰
り
の
バ

ス
の
中
。
た
っ
た
今
登
っ
た
山
や

こ
の
間
の
登
山
ツ
ア
ー
の
こ
と
を

語
り
合
う
、
こ
れ
が
ま
た
楽
し
み

で
も
あ
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
登
山
ツ
ア
ー
で
顔
見

知
り
に
な
っ
た
者
同
士
が
集
ま
り
、

三
年
前
に
遊
悠
倶
楽
部
を
結
成
し

た
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
山
に
登
る

南
区
に
は
日
帰
り
登
山
に
適
し

た
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
（
次

頁
参
照
）。
ま
た
一
人
で
登
山
し

た
時
に
事
故
や
熊
に
遭
う

こ
と
が
心
配
な
方
に
は
、

前
述
の
よ
う
な
登
山
ツ
ア

ー
に
参
加
し
て
集
団
で
登

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
緑
豊
か
な
南

区
に
い
る
の
で
す
か
ら
、

健
康
登
山
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

藤野地区町内会連合会では、年に数回、豊栄山（標高５６２m）登山会を
開催しています。第３回は９月４日�午前４時３０分「日の出登山会」、第
４回は１０月９日�午前９時「納会登山」です。どなたでも参加できます。

問い合わせ：藤野まちづくりセンター（藤野２条７丁目２‐１ �５９１‐７０４１）

フッズ

Fu’sを拠点として活動
している登山サークルで
す。
現在の会員数は８０名を
超え、年間約１０回の登山
ツアーなどを楽しみ、交
流を深めています。

連絡先：Fu’s内（南区藤野４７３‐１ �５９１‐８１１１）

遊悠倶楽部の登山ツアーに参加し
おお た りゅうたか

た太田隆高さん（７５歳）。藤野にお
住まいの登山愛好者で、遊悠倶楽部
創設時からのメンバーです。
「私は若い頃から登山が好きでず

っと続けており、遭難者の救援に参
加したこともあるんですよ。この遊
悠倶楽部の登山ツアーもほとんど欠
かさず参加しています」と笑顔で語ります。下山後、温泉
へと向かう林道を疲れた様子もなく歩いていました。

め くんない

遊悠倶楽部 目国内岳ツアー

遊悠倶楽部について

◆遊悠倶楽部世話人
たかはし さとる

高橋 智さん

豊栄山登山会

遊悠倶楽部のメンバー



2005―�―広報さっぽろ3南区

春香山（906.7m）�

神威岳（983m）�

小天狗岳（765m）� 定山渓ダム�

豊平峡ダム�

夕日岳（594m）�

札幌岳（1293.8m）�

空沼岳（1249m）�

朝日岳（598.2m）�

無意根山（1464m）�

八剣山（498m）�

砥石山（826.7m）�

230

453

↑
至
朝
里�

有酸素運動とは、筋肉の収縮に酸素を必要とする運
動です。心拍数１１０～１２０を超えない程度の運動を長時
間持続することで、体脂肪を燃焼させることができま
す。ジョギング、水泳、ウオーキング、サイクリング
などの有酸素運動では単調な運動を反復することが多
く飽きてしまいがち。それに比べ登山は地形に合わせ
て体の動きが変化し景色も楽しめることから、長時間
になっても飽きることがありません。
ダイエットという面では、登山は１回あたりの体脂
肪の燃焼量が他の有酸素運動と比べて非常に多いこと
が挙げられます。これは正味の有酸素運動時間が違う
からです。例えば１時間のジョギングをした場合、体
脂肪が燃焼し始めるのは運動開始後約２０分を過ぎてか
ら。したがって有酸素運動としてのジョギングは正味
４０分間であるのに対し、６時間の登山では正味３４０分
間となります。体脂肪の燃焼量で比べると、単純に計
算して、１回の登山は１時間のジョギングを８回行う
のに匹敵する効果があることになります。

①八剣山、②朝日岳、③夕日岳、④砥石山（中ノ沢
コース）、⑤春香山（春香沢コース）、⑥神威岳、⑦小
天狗岳、⑧空沼岳、⑨札幌岳（冷水沢コース）、⑩無
意根山（元山コース）
いずれも南区からの登山コースが「初級」とされて
いる山です。＜梅沢俊・菅原靖彦著『北海道夏山ガイ
ド①道央の山々』（北海道新聞社）による＞

登山は有酸素運動、登山でダイエット

南区にある日帰り登山に適した山々



定山渓地区の地域の皆さんが、二見
公園からいこいの広場まで、豊平川沿
いの遊歩道のごみ拾いを行いました。
セミの鳴き声が響き渡る中、自然を
楽しむハイキングを兼ねての作業でし
たが、トタン板や鉄パイプも含め、ご
み袋約２０個分ものごみが集まりました。

６月５日の世界環境デーに合わせ、八剣山
をこよなく愛する「八剣山発見隊」のメンバ
ー２５人が、八剣山周辺の豊平川河畔と付近の
果樹園周辺のごみ拾いを行いました。
清掃後は、大好きな八剣山に登り、さわや
かな汗を流し、きれいになった豊平川を眺め
ていました。

今年制定された「藻岩山の日」に合わせ、
６月１日の山開きを前に、清掃登山が行われ
ました。
登山シーズンを迎え、多くの人に気持ち良
く山に登ってもらおうと集まった参加者は、
ごみ袋を手に自らも自然とふれあい、登山を
楽しみました。

�景色を楽しみながら、いざ出発

�八剣山を守るため、頑張るぞ！

ふふ れれ ああ いい

写写 真真 館館

新緑の中、足取り軽やかに�

▲山頂の空気は最高

�どんなごみも見逃しません！
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地下鉄真駒内駅前通りと南区役所前
周辺の植樹升に、地域の皆さんがペチ
ュニアとサルビアの植栽を行いました。
真駒内緑小学校の児童も参加し、心を
込めて苗を植えていました。作業を終
え「ご苦労さま」と声を掛けられた児
童たちは、うれしそうに顔をほころば
せていました。

北方自然教育園の体験農場で、澄川西小
学校と簾舞小学校の５年生が田植えを行い
ました。靴を脱ぎ、水田に恐る恐る足を踏
み入れた児童たちは「ぬるぬるして気持ち
悪い」、「足が抜けない」などとはしゃぎな
がらも、上手にもち米の苗を植えていまし
た。秋には実った稲穂を刈り取り、学校で
もちつきをして味わいます。

札
幌
に
は
、
石
造
り
の
蔵
や
倉

庫
、
住
宅
な
ど
、
趣
き
の
あ
る
建

築
物
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
中
に
は
、
石
山
付
近
で
採
掘

さ
れ
た
札
幌
軟
石
を
利
用
し
た
も

の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

し

こ
つ
ふ
ん

か

よ
う
け
つ
ぎ
ょ
う

札
幌
軟
石（
支
笏
噴
火
熔
結
凝

か
い
が
ん

灰
岩
）
は
、
明
治
初
期
、
当
時
の

開
拓
使
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
へ
い

し
た
ケ
プ
ロ
ン
と
共
に
来
札
し
た

ア
ン
チ
セ
ル
が
、
石
山
一
帯
の
地

質
調
査
で
発
見
。
明
治
八
年
に
採

掘
が
始
ま
っ
て
以
来
、
防
火
と
寒

冷
地
に
適
し
た
建
築
資
材
と
し
て

用
い
ら
れ
、
採
石
量
は
明
治
八
年

で
約
二
万
個
、
最
盛
期
（
大
正
〜

昭
和
）
で
三
十
万
個
と
、
石
山
地

区
は
活
気
に
湧
い
た
時
代
で
し
た
。

切
り
出
し
は
全

て
手
作
業
。
約
三

百
人
い
た
石
工
は

何
種
類
も
の
道
具

を
使
い
、
様
々
な

大
き
さ
の
直
方
体

に
仕
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
当
初
、

馬
の
背
に
二
つ
ず

つ
積
ん
で
運
ば
れ
、

明
治
九
年
か
ら
は

馬
車
で
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
重
た
い
石
を
積
ま
れ
た
馬

に
と
っ
て
、
現
在
の
石
山
陸
橋
付

近
は
急
な
坂
道
で
大
変
な
重
労
働
。

そ
の
た
め
坂
の
頂
上
に
は
常
時
交

代
の
馬
が
数
十
頭
お
り
、
そ
こ
で

荷
を
積
み
替
え
て
札
幌
ま
で
運
ん

だ
の
で
す
。
仕
事
を
終
え
た
馬
は

頂
上
で
ゆ
っ
く
り
と
草
を
食
べ
て

一
休
み
。
人
々
も
眼
下
の
豊
平
川

を
望
み
な
が
ら
疲
れ
を
癒
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
坂
の
中
継
点
は
望

豊
台
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

現
在
、
石
山
陸
橋
の
北
側
に
は
、

軟
石
造
り
の
「
望
豊
碑
」
が
あ
り

ま
す
。
昭
和
十
三
年
に
先
人
の
労

苦
を
偲
び
、
豊
平
町
青
年
団
石
山

分
団
員
が
建
立
し
た
も
の
で
、
当

初
は
陸
橋
の
西
側
に
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
、
道
路
拡
幅
に
伴

い
、
地
元
保
存
会
が
碑
を
現
在
の

位
置
に
移
転
し
、
副
碑
も
建
立
し

ま
し
た
。

高
台
に

た
た
ず
む

二
つ
の
碑

は
、
石
山

の
歴
史
を

今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

見る・知る・遊ぶ

ふるさと⑭

�うまく歩けないよ！

ぼ
う

ほ
う

だ
い

札
幌
軟
石
と
望
豊
台

▼採掘場の様子（昭和２９年頃）札幌写真ライブラリー所蔵

▲副碑には「望豊碑」の由来が記されています

きれいに咲き続けてね！�
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�
南
区
役
所

�（
５８２
）２
４
０
０

■
市
民
見
学
会
参
加
者
募
集

①
夏
休
み
親
子
見
学
会

日
時

８
月
１０
日
�
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
３
時
。

見
学
先

防
災
セ
ン
タ
ー
、
青
少

年
科
学
館
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
。

定
員
・
費
用

５０
人
。
中
学
生
以

下
無
料
。
保
護
者
は
青
少
年
科
学

館
展
示
室
７００
円
（
展
示
室
以
外
の

観
覧
希
望
は
別
途
実
費
）。

②
市
民
見
学
会

日
時

８
月
２４
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
。

見
学
先

札
幌
村
郷
土
記
念
館
、

モ
エ
レ
沼
公
園
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

定
員
・
費
用

５０
人
。
無
料
（
モ

エ
レ
沼
公
園
写
真
展
は
別
途
実
費
）。

〈
①
②
共
通
〉

集
合
場
所

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
希
望

コ
ー
ス
（
①
か
②
）、
参
加
者
全

員
（
４
人
ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
７
月

２２
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
送
付
。

多
数
時
抽
選
。
応
募
は
各
コ
ー
ス

１
組
１
通
。

そ
の
他

昼
食
は
各
自
持
参
。

申
込
・
詳
細

総
務
企
画
課
広
聴

係

内
線
２２６

■
地
域
の
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流

「
夏
だ
！
み
な
み
く
ん
ま
つ
り
」

内
容

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
し

ゅ
り
け
ん
飛
ば
し
な
ど
を
し
て
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
回
る
ス
タ
ン
プ

テ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

日
時

表
①
の
通
り
。

参
加
方
法

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
表
①
の
日
時
に
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
、
小
学
生
は
保
護
者
の
同

意
を
得
て
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

費
用

無
料
。

詳
細

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
子

育
て
支
援
担
当

内
線
６０７

南
区
社
会
福
祉
協
議
会

�（
５８２
）２
４
０
０
内
線
３８１
・
３８２

■
南
区
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
研
修
会
受
講
者
募
集

札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ

ン
タ
ー
が
行
う
「
３
級
ヘ
ル
パ
ー

資
格
取
得
講
座
」
の
受
講
資
格
を

得
る
た
め
の
予
備
的
知
識
を
学
習

す
る
講
座
で
す
。

日
時

７
月
１３
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
、
１９
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
、
２７
日
�
午
前
１０
時
〜

正
午
（
全
３
回
）。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
、
北
海

道
真
駒
内
養
護
学
校
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

定
員
・
費
用

３０
人
。
５００
円
。

申
込
方
法

７
月
１２
日
�
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
フ
ァ
ク
ス
番

号（
５８２
）７
３
７
０
。
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
）
で
申
し

込
み
。

澄
川
図
書
館

�（
８２２
）３
７
３
０

■
子
ど
も
一
日
司
書
募
集

日
時

７
月
２８
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
。

対
象
・
定
員

区
内
の
小
学
４
〜

６
年
生
。
４
人
。

申
込
方
法

７
月
１６
日
�
午
前
９

時
１５
分
か
ら
、
澄
川
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
に
て
受
け
付
け（
先
着
順
）。

■
定
例
行
事
の
お
知
ら
せ

▽
わ
ら
べ
う
た
・
お
話
の
会

７
月
１４
日
�
午
前
１０
時
３０
分
。

『
お
お
な
み
こ
な
み
』。

▽
お
話
会

７
月
１６
日
�
午
後
１
時
５０
分
。

『
な
つ
の
い
ち
に
ち
』。

▽
映
画
会

７
月
１６
日
�
午
後
２
時
３０
分
。

『
忍
た
ま
乱
太
郎
』。

南
区
民
セ
ン
タ
ー

�（
５８４
）２
１
０
０

■
ロ
ビ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
曲
や
、

聞
き
覚
え
の
あ
る
曲
を
歌
い
ま
す
。

日
時

８
月
８
日
�
午
後
０
時
１５

分
〜
０
時
４５
分
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

費
用

無
料
。

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ
。

南区の主な施設
南区役所 �５８２－２４００
〒００５－８６１２ 真駒内幸町２丁目

南区土木センター�５８１－３８１１
〒００５－００３１ 南３１条西８丁目

南保健センター �５８１－５２１１
〒００５－００１４ 真駒内幸町１丁目

定山渓まちづくりセンター�５９８－２１９１
〒０６１－２３０２ 定山渓温泉東３丁目

真駒内まちづくりセンター�５８１－３０２５
〒００５－００１４ 真駒内幸町２丁目

石山まちづくりセンター�５９１－８７３４
〒００５－０８４２ 石山２条２丁目

簾舞まちづくりセンター�５９６－２０５９
〒０６１－２２６３ 簾舞３条６丁目

藤野まちづくりセンター�５９１－７０４１
〒０６１－２２８２ 藤野２条７丁目

藻岩まちづくりセンター�５７１－６１２１
〒００５－０８０８ 川沿８条２丁目

藻岩下まちづくりセンター�５８１－２００１
〒００５－００３４ 南３４条西９丁目

澄川まちづくりセンター�８２１－８５８５
〒００５－０００３ 澄川３条２丁目

芸術の森地区まちづくりセンター�５９２－７００９
〒００５－０８５０ 石山東７丁目

南清掃事務所 �５８３－８６１３
〒００５－０８６１ 真駒内６０２番地３０

南消防署 �５８１－２１００
〒００５－００１４ 真駒内幸町１丁目

南区体育館 �５７１－５１７１
〒００５－０８０４ 川沿４条２丁目

澄川図書館 �８２２－３７３０
〒００５－０００４ 澄川４条４丁目

南区民センター �５８４－２１００
〒００５－００１４ 真駒内幸町２丁目

藤野地区センター�５９２－２００２
〒０６１－２２８２ 藤野２条７丁目

もいわ地区センター�５７２－５７３３
〒００５－０８０８ 川沿８条２丁目

すみかわ地区センター�８１８－３０３５
〒００５－０００４ 澄川４条４丁目

持ち物

飲み物、敷物、
水遊び用の着替
え、タオル

飲み物、敷物、
水遊び用の着替
え、タオル

飲み物、敷物

会 場

石山緑地 北側駐車場
（石山７８番地２４）
※雨天中止

藤野みどり公園
（藤野２条８丁目）
※雨天時：藤野児童会館

真駒内公園 太陽の広場
（真駒内公園１丁目２）
※雨天時：真駒内曙小学校

日 時

午前１０時
～

１１時３０分

７月２７日�

７月２８日�

７月２９日�

南区掲示板

表① 「夏だ！みなみくんまつり」日程表
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南
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
５８１
）５
２
１
１

■
血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
室

〜
高
血
圧
・
高
脂
血
症
改
善
！

動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
高
血

圧
、
高
脂
血
症
の
予
防
に
向
け
て

生
活
習
慣
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た

ら
よ
い
か
学
び
ま
せ
ん
か
？
（
採

血
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

日
時

７
月
２２
日
�
午
前
１０
時
〜

正
午
。

会
場

南
保
健
セ
ン
タ
ー
。

対
象

４０
歳
以
上
の
南
区
民
。

定
員
・
費
用

３０
人
。
無
料
。

申
込
方
法

７
月
１１
日
�
〜
２０
日

�
に
電
話
受
け
付
け
（
先
着
順
）。

■
す
く
す
く
子
育
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

育
児
や
し
つ
け
に
悩
む
お
母
さ

ん
、
児
童
心
理
の
先
生
と
一
緒
に

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
容

講
話
「
お
母
さ
ん
悩
ま
な

い
で
〜
し
つ
け
っ
て
何
だ
ろ
う
」、

交
流
会
「
聞
い
て
み
よ
う
！
話
し

て
み
よ
う
！
〜
明
日
か
ら
の
元
気

の
た
め
に
」。

日
時

７
月
２６
日
�
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
。

会
場

南
保
健
セ
ン
タ
ー
講
堂
。

対
象

１
歳
６
カ
月
〜
３
歳
の
お

子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん
。

定
員
・
費
用

１５
組
。
無
料
。

申
込
方
法

７
月
１１
日
�
〜
２２
日

�
に
電
話
受
け
付
け
（
先
着
順
）。

■
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

対
象

４０
歳
以
上
で
、
職
場
な
ど

で
受
診
し
て
い
な
い
方
。

検
診
日

７
月
１５
日
�
。

受
付
時
間

午
前
８
時
４５
分
〜
１０

時
。

会
場

南
保
健
セ
ン
タ
ー
。

費
用

千
１００
円
（
胃
が
ん
検
診
の

み
の
場
合
は
７００
円
）。
た
だ
し
、

７０
歳
以
上
の
方
、
特
定
の
障
が
い

の
あ
る
６５
〜
６９
歳
の
方
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
（
区
役
所
の
証
明
が
必

要
）
は
無
料
。

申
込
方
法

事
前
に
予
約
（
電
話

可
）。

■
地
区
健
康
相
談

対
象

普
段
、
健
康
診
断
を
受
け

る
機
会
の
な
い
方
。

内
容
・
日
時
等

左
表
①
・
②
の

と
お
り
。

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ
。

藤
野
地
区
セ
ン
タ
ー

�（
５９２
）２
０
０
２

■
図
書
室
行
事
の
お
知
ら
せ

▽
読
み
聞
か
せ
会

７
月
２３
日
�
午
後
２
時
３０
分
。

▽
お
た
の
し
み
会

８
月
６
日
�
午
後
２
時
３０
分

（
ボ
ー
ド
ビ
ル
、
大
型
絵
本
な
ど
）。

■
図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

７
月
１４
日
�
か
ら
２２
日
�
ま
で

図
書
特
別
整
理（
蔵
書
一
斉
点
検
）

の
た
め
、
７
月
２９
日
�
は
図
書
整

理
の
た
め
休
室
し
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
推
進
課

�（
２１１
）２
９
４
２

■
子
ど
も
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

参
加
者
募
集

市
内
在
住
の
外
国
人
と
一
緒
に

楽
し
く
国
際
理
解
を
深
め
ま
す
。

今
回
は
、
札
幌
市
国
際
交
流
員
と

留
学
生
の
方
か
ら
ド
イ
ツ
の
生
活

の
様
子
や
遊
び
を
教
え
て
も
ら
い

ま
す
。
参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時

７
月
２４
日
�
午
前
１０
時
３０

分
〜
正
午
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年

生
。

定
員
・
費
用

４０
名
程
度
。
無
料
。

申
込
方
法

７
月
１１
日
�
〜
２１
日

�
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
フ
ァ
ク

ス
番
号（
２１１
）２
９
４
３
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学

年
を
明
記
）
で
申
し
込
み
（
先
着

順
）。

第
４１
回
定
山
渓
か
っ
ぱ
祭
り

日
時

８
月
５
日
�
〜
１０
日

�
（
雨
天
決
行
）。

会
場

定
山
渓
温
泉
街
。

第
２３
回
石
山
夏
ま
つ
り

日
時

８
月
６
日
�
午
後
３

時
（
小
雨
決
行
）。

会
場

石
山
北
公
園
（
石
山

１
条
３
丁
目
）。

第
１５
回
藤
野
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
時

８
月
６
日
�
午
前
１０

時
（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
開

催
）。

会
場

十
五
島
公
園
（
藤
野

１０８
地
先
）。

第
３６
回
も
い
わ
夏
ま
つ
り

日
時

８
月
７
日
�
午
前
１０

時
（
雨
天
決
行
）。

会
場

藻
南
公
園
（
川
沿
１０

条
１
丁
目
）。

南
沢
地
区
納
涼
盆
踊
り
大
会

日
時

８
月
９
日
�
午
後
７

時
。
８
月
１０
日
�
午
後
７
時
。

会
場

南
沢
え
い
と
公
園

（
南
沢
４
条
２
丁
目
）。

結果のお知らせ

全員に３週間程度
で通知します

健康相談対象者のうち、４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳
で希望する方。健康保険証、運転免許証など「氏名」「住
所」「年齢」が確認できるものを持参してください
※検査を実施した場合の個人負担金は４００円

費 用

無 料
※心電図検査を実
施した場合の個人
負担金は１，２００円

対象者

健康相談を希望す
る方

４０歳以上の方
※すこやか検診受
診者を除く

４０歳以上の方
※妊娠中の方は受
診できません

検査項目

血圧測定、尿検査

血液検査
（脂質、血糖、肝
・腎機能、貧血検
査）

胸部X線撮影

・問診
・C型肝炎ウイル
ス検査及びB型肝
炎ウイルス検査

健 康 相 談

肝炎ウイルス
検診

所在地

南沢１８２２番地

北ノ沢１７２５番地

会 場

南沢福祉会館

北の沢小学校

時 間

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

実施日

７月２９日�

●
各
地
区
の
夏
祭
り

地区健康相談を受けましょう！
表① ＜内容・費用＞

表② ＜日時・会場＞

７月１１日からのお知らせ
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会館名 行 事 名 日 時 対象 定員 事 前 申 込 連 絡 先

澄川

つくっちゃＯＨ！夏休みスペシャル
～かならずよくとぶブーメラン

７月２６日�午後１時～４時

小１以上

３６人

７月１９日�午後４時から
（各日先着順）

澄川４条６丁目
�８３１－５１５０

～びっくりニョロニョロ ７月２７日�午後１時～４時 ３０人

～おしゃれなマーブルハガキ作り ７月２８日�午後１時～３時 ３０人

～スーパースライム ７月２９日�午後２時～３時 ３０人

真駒内
つくろう・つくろう
「オリジナル消しゴム つくっちゃおう！」

７月２０日�
午後３時３０分～５時

小１以上 ２０人
７月１３日�午後４時から（先着順）
材料費２００円（申込時に持参）

真駒内本町３丁目
�５８４－３３３６

真駒内
五輪

まごまつりん
７月２３日�
午後６時３０分～８時

幼児以上 １２０人
７月２３日�午後３時まで（先着順）
参加費２００円

真駒内泉町３丁目
�５８１－１８２３

藻岩 ぐりとぐらのおくりもの
７月１２日�
午後３時３０分～４時

幼児以上 無 自由参加
川沿８条２丁目
�５７１－８６１６

南の沢

おはなし＆リズム♪
「読み聞かせと音楽あそびの時間」

７月２２日�
午前１０時３０分～１１時３０分

幼児以上 無 自由参加
南沢４条２丁目
�５７１－２９０９

ドッジボール大会
７月２６日�
午後２時～４時３０分

小１～２
小３～６

各３０人
７月１１日�午前９時から
（電話不可、先着順）
持ち物：上靴、タオル

石山 元気パワー測定日
７月２７日�、２８日�、
２９日�、午後２時～３時 小１～６ 無

来館者全員参加
持ち物：上靴

石山２条４丁目
�５９１－７７３０

常盤
ときわんパーク
「ボンバー祭」

７月２５日�
午後２時～４時

小１以上 無
７月１９日�から
持ち物：上靴、タオル

常盤２条２丁目
�５９２－６０９１

藤野
スポタイム
「復活ボンバーに挑戦」

７月２２日�
午後３時３０分～４時３０分

小１～６ 無
自由参加
持ち物：上靴、タオル

藤野２条８丁目
�５９２－１５３２

みすまい 夏休み特別ロードショー
７月２９日�、３０日�
午前１０時～１１時３０分

幼児以上 無
７月２０日�午前１０時より
チケット配布

簾舞３条６丁目
�５９６－３９１１

費 用

受講料３，９００円
教材費２，２００円

申し込み方法：７月２５日�、２６日�午前９時～午後５時に電話で受け付け。定員を超えた場合は７月２７日�午前１０時から公開抽選。結
果は、当選者・補欠者のみに電話連絡。定員に満たない場合は開講日の４日前まで引き続き受け付けます。受講料、教材費は７月２７日
�～２９日�午後５時までに、南区民センター窓口へ。

開 講 時 間

午前１０時～正午

開 講 日

８月２５日～１０月１３日
毎週木曜日

定 員

２０人

講 座 名

大人のピアノ講座（全８回）

幼児は保護者と一緒に参加してください。体育室で行う行事には上靴が必要です。詳細は各会館へ。

南区掲示板

広 告 欄

★各講座の受講対象は、１５歳以上の方（中高生を除く）です。

●南区民センター（�５８４‐２１００）

●児童会館だより

７月１１日からのお知らせ

●講座のご案内

費 用

受講料３，９００円

申し込み方法：７月１１日�午前９時から直接もいわ地区センターへ。定員になり次第締め切り（午前９時の時点で定員を超えた場合抽
選）。受講料は受付時に持参。

開 講 時 間

午後１時３０分～３時３０分

開 講 日

７月２５日～９月１２日
毎週月曜日

定 員

２０人

講 座 名

ヨガ教室（全８回）

●もいわ地区センター（�５７２‐５７３３）

費 用

受講料３，４００円
教材費１，０００円

申し込み方法：７月１１日�～１３日�午前９時～午後５時電話または直接すみかわ地区センターへ。定員を超えた場合は、１４日�午前１０
時から公開抽選。結果は全員に電話連絡します。定員に満たない講座は引き続き受け付けます。
※ワード～ステップアップは、初級を受講したことのある方、または同等の方が対象。

開 講 時 間

午前９時～正午

午後１時３０分～４時３０分

開 講 日

７月２５日�～２８日�

定 員

各１８人

講 座 名

ワード～初級（全４回）

ワード～ステップアップ（全４回）

●すみかわ地区センター（�８１８‐３０３５）
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